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　　　　　　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２１年　１１月　6日　(金)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　川守田　弘子　記録者　和田　美代子

	小向
	上野(厚)
	スバベイ
	戸賀沢
	竹内
	清川
	橘
	藤田
	小笠原(香)

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	準夜
	準夜
	公休
	○
	○
	ＣＤ留守
	準夜
	深夜

	三浦
	佐々木
	川守田
	平間
	藤原
	田ノ上
	畑内
	高橋
	山地

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	欠勤
	公休
	○
	欠勤
	〇
	準夜
	深夜
	深夜
	欠勤

	上野(雅)
	石岡
	油津
	和田
	小笠原(麻)
	出貝
	横町
	前田
	板橋

	欠
	○
	ＣＤ留守
	○
	公休
	深夜
	Ａ留守
	公休
	欠勤

	田中
	鈴木
	盛田
	山下
	天間
	庭田

	業務
	○
	業務
	公休
	学校
	○


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞
・8月分のカルテチエック１１月9日まで。（期日厳守）

　各担当は、責任を持って外し箱の中に入れて下さい。箱に入れた際にはチエック記入を

　忘れずにして下さい。

　

· 夜間の薬のダブルチエックがされていません。必ずしましょう。（介護スタッフも）

· 髭剃り担当～充電のしすぎは電気髭剃りの故障にもつながります。長時間の充電による

放置はしないよう心掛けましょう。また、電気髭剃りの清潔（髭剃り後の掃除など）の

　保持にも努めましょう。

· 庶務～カルテの背表紙が広い物を発注できることになりました。入院期間が長く、中身

　　　　が多いものなどは交換を検討してみましょう。又、留め金がゆるいものも庶務に

置いてあるものと交換は出来るとの事です。

受持ち患者担当スタッフはカルテファイルの状態を確認してみましょう。

・11月17日、ＳＳＴの研修あります。（掲示してます。）

　8名限定ですので、勉強したい方は申し込みましょう。（小向ＳＧＭ）

＜患者様連絡事項＞

· 久慈　脩様～膀胱炎にてセフジトレン　3Ｔ　3ｘｖｄＥ／7日分 夕～　飲み切り止め。

　　　　　　　　排尿の状態、腹部症状に注意していきましょう。

· 鈴木　サダ様～ヒアレイン点眼薬、1本処方となっています。

· 吉田　寿雄様～ノボリンＮフレックスペン　1本処方となっています。

　　　　　　　　　低血糖症状に注意して行きましょう。

· 和田　敦子様～下痢ではないが、軟便傾向のため

下痢止め　約束処方　1ｐ　1ｘ朝後／4Ｔ　（7日朝～）

排便の状態を観察していきましょう。

・谷内　愛子様～臨時薬継続処方となっています。

　　　　　　　　　リボトリール（0,5）3Ｔ　　3ｘｎｄＥ／5Ｔ（夕～）

身体的訴えや依存的な訴えが続いています。精神症状の変化に注意して

いきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　
・北山　和子様～臨時薬継続処方となっています。

　　　　　　　　　グラマリール（25）３Ｔ　

　　　　　　　　　セロクエル（100）　３Ｔ　　3ｘｎｄＥ　

　　　　　　　　　レボトミン（25）　1Ｔ　　1ｘｖｄｓ　／４Ｔ　　（夕～）

　　　　　　　　夜間、不眠で経過する事や他者へ粗暴行為がある為、危険がないよう、見守り、介入をして行きましょう。　

· 丸屋　庄司様～本日家族様来病の際の対応について。

　　　　　　　　　オムツについて（現在の状況、使用枚数、今後使用見込み料金等）　

　　　　　　　　　トイレ誘導時の拒否的態度、車椅子使用拒否。

今後どのようにしていくかのか、家族と話し合う予定。

　

＜施設申し込み検討＞　

現在の施設申し込み状況　

· 柴葉　雪雄様～南山苑、南寿の里。

· 沼沢　ミヤ様～ほうじゅえん、やくら荘、南山苑。

· 市橋　ヒデ様～介護保険証の確認をしましょう。

· 前川原　勝美様～家族面談必要。次回面会時には必ず面談予定を確認しましょう。

· 小笠原　芳郎様～南山苑、南寿の里。

· 晴山　長司様～施設入所申し込み検討の方向で。（担当スタッフ）

· 橋本　万様～精神症状が安定してから。

· 中野　英男様～施設申し込み検討で家族様と対応していく。

　　　　　　　　介護認定もしていきましょう。

· 古川　徳一様～本日、みちのく記念病院より連絡あり。

　　　　　　　　　みちのく記念病院の受け入れ体制が整ったとの事で、

　　　　　　　　　１１月９日（月）　９：３０　退院予定となっています。

· 施設申し込み、介護保険の打ち込みを忘れずにしましょう。　

　

＜受持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・谷内　愛子様～特定のスタッフの名前を言ったり、他患者様に対して依存的になったり

　　　　　　　　となり、約束事が守られていなかったり、スタッフ間の介入の食い違い

が見られています。谷内様様への対応を明確にするために、対応内容を

ホワイトボードなどに書き、共通の対応をする。

・藤田　金弘様～本人様の趣味の事を考え、Ｂ詰所ホールにおいて手紙や絵を描く時間を

　　　　　　　　設けてはどうか。

　　　　　　◎排尿回数把握し、日課の組み立て方考えてみる。（臨機応変に）







